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NIRSを用いたサムネイル画像が視聴者へ与える印象分類による 

スナップショット抽出に関する研究 
 

竹内 広樹†1 金井 秀明†2 

 

概要：NIRS は近赤外光により外側皮質表面上のヘモグロビンの濃度の変化を測定することができる装置である．こ
の装置により，従来の感情評価方法であるアンケートには表れない深層心理や咆哮性などを評価することができると
期待されている．本研究は映画の予告動画のサムネイル画像を対象とし，NIRS によって視聴者に与える印象を分類

するとともに，予告動画内からサムネイル画像に適したスナップショットを抽出する． 
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Study on extraction of snapshot by impression classification given to 

viewers by thumbnail images using NIRS 
 

HIROKI TAKEUCHI†1 HIDEAKI KANAI†2   

 

Abstract: NIRS is a device that can measure changes in the concentration of hemoglobin on the outer cortical surface by near 

infrared light. With this device, it is expected that it can evaluate deep psychology and roaring property etc. which does not appear 

in questionnaire which is a conventional emotion evaluation method. In this research, thumbnail images of preview movies of 

movies are targeted, classified impressions given to viewers by NIRS, and snapshots suitable for thumbnail images are extracted 

from the advance notice movie. 
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1. はじめに    

今日，市場分析は様々な分野で推進されている．市場分

析の重要な課題は，消費者の満足度と商品のニーズを高め

るために，消費者の心理および行動を理解することである． 

従来の市場分析は主にアンケートやインタビューによ

って行われてきた．これらの方法はデータを簡単に収集で

きるメリットがある．一方で，消費者は質問を不正確に解

釈し，意図的に回答している可能性がある． 

近年，ニューロマーケティングが注目されている．ニュ

ーロマーケティングとは，脳の活動や状態を特殊な機械に

より測定することで，アンケートやインタビューなどの主

観評価では現れない深層心理や咆哮性などを評価するマー

ケティング手法である．ニューロマーケティングにより，

企業側は，消費者による意図的な操作が行えない情報を得

ることができる．脳の活動や状態を測定する代表的な装置

として fMRI (functional magnetic resonance imaging：磁気共

鳴機能画像法)，NIRS(near‐infrared spectroscopy：近赤外線

分光法)，EEG(Electroencephalogram：脳波)などが挙げられ

る． 

fMRI はニューロイメージング技術であり，脳全体の活動

を高い解像度でスキャンすることが可能である．しかし，
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測定中に移動することができないという欠点があり，限ら

れた条件下でしか使用することができない．このことから

fMRI は実際の環境では有用ではない．したがって，マーケ

ティングにおいては，NIRS および EEG が注目を集めてい

る．ニューロマーケティングをテーマとした研究例として，

Negishiら[1]は受賞歴のある TVCMと受賞歴のない TVCM

を被験者に見せ，その時の脳活動の違いを EEG によって測

定した．その結果，受賞歴のある TVCM を見たときは集中

とストレス感情に相関があることを見出した．Yanagisawa

ら[2]は国際感情画像システムから採取した「快画像」と「不

快画像」を被験者に提示し，そのときの脳活動の違いを

NIRS によって測定した．その結果，「快画像」と「不快画

像」の間には前頭葉の中央付近で有意な差があることを見

出した．このように脳活動の状態を測定することでアンケ

ートやインタビューといった主観評価では得られない感情

や咆哮性を見出すことに成功している． 

しかし，これらの研究では受賞歴のあるCMとないCM，

快画像と不快画像といった，提示した対象物に明らかな差

があるものを比べている．しかし，実際の市場を考えると

顧客を不快にまでする製品が多く流通しているとは考えら

れない．CM に関しても賞を取ったことのないものがほと

んどであろう．このような点からマーケティングという観
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点からすると，上記のような結果が有用であるかは疑問で

ある．そこで，本研究は映画の予告動画のサムネイル画像

を対象とし，NIRS によって視聴者に与える印象を分類す

るとともに，予告動画内からサムネイル画像に適したスナ

ップショットを抽出する．映画予告のサムネイル画像とい

う一見，画像間に差のないもので実験を行うことで，マー

ケティングのためのより有用なデータの獲得を目指す． 

 

2. NIRS 

本研究ではサムネイル画像及びスナップショットの印

象を計測する装置として NIRS（日立ハイテクノロジーズ 

WOT-220）を用いる．NIRS は，光ファイバーを通したイル

ミネーターから検出器までの近赤外光の変化を検出するこ

とによって，酸素ヘモグロビン及び，脱酸素ヘモグロビン

の濃度を測定することができる[3]．一般的に脳活動が活発

になると局所的な血流が増加し，酸素が供給されるため酸

素ヘモグロビンの値が上昇し，脳活動が落ち着いていると

きは脱酸素ヘモグロビンの値が上昇するとされている． 

 

 

図 1 日立ハイテクノロジーズ WOT-220 

 

3. 実験 

3.1 サムネイル画像 

本研究ではサムネイル画像を対象とし，実験を行った．

サムネイル画像とは，動画の視認性を高めるための縮小さ

れた画像のことである．近年 YouTube やニコニコ動画など

の動画サイトが普及し，再生数を伸ばすため様々な工夫が

されている．再生数に影響を与える一つの要因としてサム

ネイル画像が挙げられているが，どのようなサムネイル画

像が視聴者に好印象を与えているかは明らかにされていな

い．このような背景から，本研究ではサムネイル画像に焦

点を当てた．  

 実験で用いるサムネイル画像は動画サイト YouTube[4]の

東宝 MOVIE チャンネルから同じ映画の予告動画で同日に

アップロードされており，かつ再生数に差のある動画のサ

ムネイル画像（2 枚 1 セット）を 10 セット（計 20 枚）取

得した．なお，今回実験に用いたサムネイル画像は広告用

に作成されたオリジナルの画像でなく，動画内のワンシー

ンをキャプチャした画像とした．  

3.2 実験条件 

同じ内容で再生数の異なった動画のサムネイル画像を

見た際の脳活動の違いを測定するために実験を行った． 

実験は次の（１）～（６）の手順で行われる． 

 

（１） NIRS 装置を装着してもらい，十分に落ち着いた精

神状態を作ってもらう 

（２） 平常状態の脳活動状態を計測するためにディスプ

レイの中央に黒い点を映し，これを５秒間見ても

らう 

（３） 画像Ａを１５秒間提示する 

（４） 再び５秒間平常状態を計測する 

（５） 画像Ｂを１５秒間提示する 

（６） 主観評価としてＡとＢのどちらのサムネイル画像

に興味を引かれたか選択してもらう 

 

上記の手順を１セットとし，これを 10 セット繰り返す．

実験には 20 代の男女 12 名（男性：9 名，女性：3 名）に協

力してもらった． 

実験手順とディスプレイに表示されるイメージを図 2 に

示す．被験者には提示するサムネイル画像の動画の再生数

を知らせず比較および選択してもらった．また，サムネイ

ル画像の提示順番はランダムとした． 

実験で用いる脳機能測定装置日立ハイテクノロジーズ 

WOT-220 は全 22ch で前頭皮質の活動を測定することがで

きる．光ファイバーの配置を図 3 に示す．  

 

 

 

図 2 実験手順 

 

 

図 3 チャネル配置 
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4. NIRS による印象分類結果 

4.1 サムネイル画像と動画再生数の関係 

サムネイル画像が動画再生数に影響を与えているのか

を分析した．実験の際，被験者には 2 枚のうち好印象を与

えられた 1 枚を選択してもらった．再生数の多い動画のサ

ムネイル画像がもう一方のサムネイル画像より選択されや

すいのかを明らかにするため，2 つのサムネイル画像は同

じ確率で選択されるという帰無仮説のもと二項検定を行っ

た． 

全 120 セットのうち再生数の多い動画のサムネイル画像

が選択された数は 74 であった．検定の結果有意確率は

0.013 であり有意水準 5%で帰無仮説が棄却された． 

 

4.2 NIRS 値 

NIRS の値から前頭前野における脳活動の傾向を調べる

ために，実験で得た数値を Z スコアで平均化し，好印象を

抱いた画像を見た時とそうでない画像を見た時の脳活動変

化を比較した[6]． 

図 4 は，ch21 における好印象と判断した画像およびそう

でないと判断した画像における NIRS 信号の結果である．

横軸は時間，縦軸は NIRS 値を示している．山型のグラフ

は好印象のサムネイル画像を見た際の脳活動の様子で，谷

型のグラフはもう一方のサムネイル画像を見た際の脳活動

の様子である．好印象では NIRS 値が上昇し，もう一方で

は NIRS 値が減少していることが分かる． 

 

 

図 4 好印象・悪印象の NIRS 信号差 

 

4.3 活性化部位ごとの脳活動差 

NIRS のグラフから，好印象な画像とそうでない画像を

見た時の脳活動の相違を確認することができた．したがっ

て，次に前頭前野の活性化部位の間の脳活動の差異を統計

的に試験した． 

NIRS は特性上，脳活動が行われている大雑把な位置し

か把握できない．よって，22 チャネルを 5 つの部位に分割

し，それぞれの配列に対して平常時の波形から画像提示時

の変化率を計算した．そして，各部位に対して以下の仮定

に基づき，ウィルコクソンの符号順位検定を行った． 

 

 帰無仮説：好印象を抱いた画像を見た時の NIRS の値

ともう一方の画像を見た時の NIRS の値には差がな

い 

 対立仮説：好印象を抱いた画像を見た時の NIRS の値

ともう一方の画像を見た時の NIRS の値には差があ

る 

 

表 1 に結果を示す．グラフから 19-22ch の部位で優位な

差（p <0.05）が生じていることが分かる．ここからさらに

チャネル域を限定し検定を行った．その結果 20-22ch で最

も優位な差（p <0.01）が生じた． 

これらの知見は，前頭前野皮質の左側に焦点を当てれば，

印象を区別する可能性がより強いことを示している． 

 

表 1 各チャネル域の有意値 

1-4ch 5-9ch 10-13ch 14-18ch 19-22ch 

0.251 0.937 0.315 0.572 0.013 

    20-22ch 

    0.003 

 

4.4 ニューラルネットワーク 

我々は，NIRS で測定した脳活動の値を用いて，好印象な

画像とそうでない画像を見た時の脳活動の違いを見出すこ

とができた．次に，測定された NIRS 信号をニューラルネ

ットワークにより学習することで，好印象／悪印象を区別

することが可能かどうかを調べた．ニューラルネットワー

クは，生物の脳の中の生物学的ニューラルネットワークを

シミュレートするモデルである．これは入力レイヤー，隠

れレイヤー，および出力レイヤーの 3 つのレイヤーで構成

され，出力は入力レイヤーから出力レイヤーの方向に計算

される． 

トレーニング方法にはバックプロパゲーションを使用

した．バックプロパゲーションは，トレーニング信号とニ

ューラルネットワーク出力値との間の差を徐々に減少させ

るために，ニューロン間のシナプス荷重を調整するための

ニューラルネットワーク学習方法の１つである． 

 

4.5 ニューラルネットワークによる印象分類器 

12人の参加者の NIRS信号を印象分類器のためのデータ

として使用した． 

前半 5 セット（120 データ）の実験結果は学習データと

して使用され，後半 5 セット（120 データ）の実験結果は

テストデータとして使用された．この実験で用いた階層的

ニューラルネットワークの構成を図 7 に示す． 

4.3節で述べたように 20-22ch の NIRS信号に有意差を見
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出した．よって，入力データとして用いる NIRS 信号は 20-

22ch を採用した． 

入力には 20-22ch の各チャネルの変化率を求め，その平

均を用いた．15 秒の NIRS 信号のうち遅延と慣れを考慮し

最初と最後の 2 秒（計 4 秒）を除外した 11 秒を入力の対象

とした． 

出力レイヤーは，好印象レベル（最大 1 と最小 0）と悪

印象レベル（最大値 1 と最小値 0）の 2 つのノードから構

成されている．隠れ層は，同じ NIRS 信号を学習した後に

得られた識別結果と比較して最も高い精度を有することが

できる 20 ノードで構成された．ここでは，学習数が 50 万

回で，学習率が 0.01 とした． 

第 1～5 セットの実験データが教師信号として使用され，

同じデータが再び 2 つの感情を区別するために使用され，

階層型ニューラルネットワークが正しく構成されたことが

確認された．実験データの第 6～10 セットを用いて識別を

行い，識別力を評価した． 

 

4.6 学習結果 

前半 5 セット（120 データ）で学習したニューラルネッ

トワークを用い，後半 5 セット（120 データ）を好印象か

そうでないか判定し，主観評価と比較した． 

入力するデータは学習時と同じく 20-22ch の NIRS 信号

を平均した 11 秒間（遅延と慣れを考慮し最初と最後の 2 秒

を除外）の NIRS 変化率とした． 

各被験者の正解率と平均正解率を図 6 に示す．平均正解

率は 75.8%で最も高い正解率は 90%であり，低い正解率は

60%であった．全 120 データのうち，誤った判定がされた

データは 29 であった．そのうち好印象を悪印象と判定し

た数は 20，その逆は 9 であった． 

各試行について，好印象と評価したにも関わらず NIRS

信号の平均変化率が低くなっていた場合，悪印象と判定さ

れた．逆に悪印象と評価したにもかかわらず NIRS 信号の

平均変化率が大きかった場合，好印象と判定された．本実

験では被験者に 2 枚のサムネイル画像のうちどちらか一方

を必ず好印象と評価させており，どちらも好印象，どちら

も悪印象という選択をさせていない．よって，一方のサム

ネイル画像の判定が誤っているセットでは印象がかぶって

いる可能性が高い． 

セット別に見ると第 7 セットのサムネイル画像の正解率

が約 92%と最も高く，かつこのセットで用いられた画像の

動画再生数の開きは 130 万回以上と今回用意したものの中

で最大であったため，このセットの 2 枚の画像の間にはク

オリティに大きな差があることが分かる．また，最も正解

率の低かった第 10 セットは恋愛映画のサムネイル画像で

あったため被験者に男性の多い今回の実験ではこのジャン

ルに興味の薄い人が多かったことが正解率の低下を招いた

可能性がある． 

 

 

図 5 ニューラルネットワーク構成図 

 

 

図 6 各被験者の正解率と平均 
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5. スナップショットの抽出 

5.1 実験概要 

ニューラルネットワークによりおよそ 75.8%の確率で好

印象かそうでないかの分類に成功した．しかし，動画中の

どのシーンを抽出すれば好印象を抱かれるサムネイル画像

となりえるかは明らかにされていない． 

我々は動画中から好印象を抱かれるシーンがどこなの

かを特定するために，NIRS と学習済みのニューラルネッ

トワークを用いて実験した． 

被験者には映画予告の動画を視聴してもらい，その際の

脳活動を NIRS によって測定する．測定された信号からい

くつかのサムネイル画像候補を抽出し，その画像に対する

印象を再度測定する．そして，４章で作成した分類器にか

けることで，どのような脳活動をしているときのシーンが

サムネイル画像として適しているかを検証した． 

 

5.2 実験設定 

動画中から好印象を抱かれるシーンがどこなのかを特

定するために，以下 2 つの実験を行った． 

 

実験 1 

（１） NIRS 装置を装着してもらい，十分に落ち着いた精

神状態を作ってもらう 

（２） 平常状態の脳活動状態を計測するためにディスプ

レイの中央に黒い点を映し，これを５秒間見ても

らう 

（３） 予告動画を視聴してもらう 

（４） NIRS 信号の変化率からサムネイル画像の候補を

抽出する 

 

実験 2 

（１） 抽出した画像を被験者に見てもらい，その時の脳

活動を測定する 

（２） 測定した NIRS 信号を学習済みのニューラルネッ

トワークを用い，好印象かそうでないか分類する 

 

 

図 7 スナップショット抽出実験手順 

 

実験 1で用いた動画は動画サイト YouTubeのからアクシ

ョン，ＳＦ，ホラーの 3 ジャンルでそれぞれ 3 動画（計 9

動画）を被験者に視聴してもらった． 

 

5.3 抽出するサムネイル画像候補 

実験 1 の（４）にて抽出するサムネイル画像候補は以下

の条件に従い抽出される．  

（１） NIRS の変化率が最大となるシーンの 5 秒前 

（２） NIRS の変化率が最大となるシーンの 2 秒前 

（３） NIRS の変化率が最小となるシーンの 5 秒前 

（４） NIRS の変化率が最小となるシーンの 2 秒前 

 

 多くの被験者の NIRS 信号は動画視聴開始時点で大きく

上昇している．これは動画が始まったことに対する初期反

応だと思われる．また，動画の最後には上映予告日などの

テキストだけによるシーンがあり，このシーンはサムネイ

ル画像として適切でないと判断した．よって，上記 4 つの

条件に加え最初の 10 秒間と最後のテキスト予告の時間を

除外した．抽出シーンの例を図 8 に示す． 

 

 

図 8 抽出シーン 

 

5.4 分類器による判定結果 

実験 1 で抽出したスナップショットを用い，実験 2 を行

った．アウトプットされた NIRS 信号は学習済みのニュー

ラルネットワークにより印象を分類された．各ジャンルの

各パターンの結果を図 9～図 11 に示す． 

アクションジャンル，SF ジャンルではパターン①および

②がパターン③，④に比べ好印象と多く判定された． 

ホラージャンルは 4 パターンの判定に大きな差はみられ

なかった． 

３つのジャンルの各パターンの好印象判定数の差が統

計的に有意な差であるかコクランの Q 検定を行った．その

結果を以下に示す． 

 アクションジャンルに対する検定の有意確率は 9.1E-

05 であり，優位水準 1%でそれぞれのパターンに差が

あることを示した． 
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 SF に対する検定の有意確率は 0.012 であり，優位水準

5%でそれぞれのパターンに差があることを示した． 

 ホラーに対する検定の有意確率は 0.707 であり，それ

ぞれのパターンに有意差はなかった． 

 

これらの結果は，アクションと SF に我々が作成した分

類器が有効であることを示唆する．一方，ホラーに関して

はこのジャンルの好き嫌いが大きく影響し，全てのパター

ンを好印象とする被験者と全てのパターンを悪印象と判断

する被験者がみられ，今回のような結果になったと思われ

る． 

 

 

 

図 9 アクションの印象判定結果 

 

 

図 10 SF の印象判定結果 

 

 

図 11 ホラーの印象判定結果 

6. おわりに 

本研究では，NIRS を用いてサムネイル画像が視聴者へ

与える印象を分類するとともに，分類した結果をもとに動

画中から好印象を与えると思われるスナップショットの抽

出を試みた．  

我々は，2 枚のサムネイル画像を提示し，その間の脳活

動を計測した．検出された NIRS 信号を比較した結果，前

頭皮質の左側に印象による差を見出した．これらの結果は，

前頭前野皮質の左側に焦点を置くと，印象を区別できる可

能性がより強いことを示す． 

この結果をもとに好印象と悪印象を区別するため，ニュ

ーラルネットワークにより印象分類器を作成した．学習済

みの分類器でテストを行った結果，平均成果率は 75.8%で

最も高い正解率は 90%であり，低い正解率は 60%であった． 

さらに学習済みのニューラルネットワークを用い，好印

象なサムネイル画像が動画中のどのシーンなのか NIRS の

値を元に検証した．アクション，ＳＦ，ホラーのジャンル

で実験を行った結果，アクションでは動画視聴中の NIRS

信号が最大となる 5 秒前のスナップショットが最も好印象

だと判断され，SF では NIRS 信号が最大となる 2 秒前のス

ナップショットが最も好印象だと判断された．この結果は

統計的に見ても他のスナップショットより優位な差を示し

た．ホラーは動画視聴中の NIRS 信号が最小となる 2 秒前

が最大の値となったが，有意差は見られなかった． 

今後の展望としては被験者を増やすことでより高い精

度の分類器を作成する，サムネイル画像以外の分野に適用

するなどが挙げられる． 
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